
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今
年
度
、
白
岡
特
産
館
に
観
光

宣
伝
モ
ニ
タ
ー
を
設
置
す
る
予
定

で
す
。
お
買
い
物
の
際
に
は
是
非

ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 

宣
伝
広
報
部
会 

部
会
長 

松
本
利
明 

副
部
会
長 

石
川
哲
次 

副
部
会
長 

富
沢
美
津
代 

部
会
員 

荒
井
守
行 

島
村
冨
美
子 

常
見
義
旭 

松
澤
博
三 

吉
川
雄
二 

 

第 １２ 号 

平 成 ２１ 年 ７ 月 １５ 日 

白 岡 町 観 光 協 会 

白岡町篠津９４４－１３   

kanko-shiraoka@abelia.ocn.ne.jp 

www13.ocn.ne.jp/~shiraoka/ 

電話／ＦＡＸ 0480-92-8151 

絵：味彩センターの古代蓮（千駄野） 

 会 

長 

小
島 

卓 

副
会
長 

関
根
頌
二 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

副
会
長 

佐
々
木
操 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

副
会
長 

常
見
義
旭 

宣
伝
広
報
部
会
員 

理 

事 

山
本
一
夫 

イ
ベ
ン
ト
部
会
長 

神
田
與
作 

イ
ベ
ン
ト
副
部
会
長 

滝
澤
茂
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イ
ベ
ン
ト
副
部
会
長 

井
上
昭
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イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

関
本 

勝 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

田
口
光
代 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

田
中
幸
雄 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

野
口
保
男 

イ
ベ
ン
ト
部
会
員 

 
 

 
 

小
山
昭
男 

資
源
研
究
部
会
長 

 
 

 
 

高
橋
源
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資
源
研
究
副
部
会
長 

 
 

 
 

米
山
弘
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資
源
研
究
副
部
会
長 

 
 

 
 

石
川
正
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資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

大
久
保
静
一 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

興 

淳
明 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

古
武
三
千
雄 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

坂
巻 

修 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

竹
内 

晃 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

松
原
英
一 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

山
崎
フ
ミ
エ 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

山
下
幸
一 

資
源
研
究
部
会
員 

 
 

 
 

松
本
利
明 

宣
伝
広
報
部
会
長 

 
 

 
 

石
川
哲
次 

宣
伝
広
報
副
部
会
長 

 
 

 
 
 

富
沢
美
津
代 

宣
伝
広
報
副
部
会
長 

荒
井
守
行 

宣
伝
広
報
部
会
員 

 
 

 
 

島
村
冨
美
子 

宣
伝
広
報
部
会
員 

 
 

 
 

松
澤
博
三 

宣
伝
広
報
部
会
員 

吉
川
雄
二 

宣
伝
広
報
部
会
員 

監 

事 

菅
原
清
孝
、
関
山
興
一 

問い合わせ・申込みは、観光協会役員もしくは事務局までお願いします。 

電話／ＦＡＸ ９２―８１５１ 

住所  〒３４９－０２０４  白岡町篠津９４４－１３（白岡町商工会館２階） 

定 休 日 毎週火曜日 

営業時間 午前１１時～午後３時 

住 所 白岡町下大崎１０３－１ 

電 話 ０４８０－９２－８１５７ 

町の農家の皆さんが出品している農産物

直売所です。生産者の顔が見える安全な野

菜、採れたてのおいしい新鮮野菜をとり揃え

ています。 

０４８０－９３－９８００ 
電話／ＦＡＸ 

◆ １／２段  ～  ３，０００円 

◆  １ 段  ～  ５，０００円 

 
協会ホームページにも広告を掲載できます。 

会員限定 年間１，０００円 

【お問い合わせ】白岡町観光協会事務局 

０４８０－９２－８１５１ 

 

お住まい付近等で、きれいな風景、行事などの 

情報や写真を提供していただきます。 

 

協会事業に協力していただけるボランティアス

タッフを募集しています。 

定
期
総
会
が
５
月
９
日
（
土
）

に
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の
事
業
計

画
が
次
の
と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

【
総
合
事
業
】 

・
会
員
親
睦
研
修
旅
行 

・
収
益
事
業
の
実
施 

・
会
員
加
入
の
推
進 

・
事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
の
募
集 

・
白
岡
ま
つ
り
運
営
委
員
会
主
体

事
務
局 

【
イ
ベ
ン
ト
事
業
】 

・
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
協
力 

・
河
川
を
利
用
し
た
事
業 

・
新
春
を
祝
う
豆
ま
き
ま
つ
り
協
力 

・
イ
ベ
ン
ト
協
力 

・
白
岡
め
ぐ
り
当
日
運
営 

【
資
源
研
究
事
業
】 

・
梨
の
花
掛
け
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

・
白
岡
め
ぐ
り 

・
河
川
の
看
板 

【
宣
伝
広
報
事
業
】 

・
会
報
の
発
行 

・
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営 

・
地
域
情
報
の
発
信 

・
町
内
の
行
事
等
の
宣
伝 

・
第
３
回
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト 

・
観
光
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
の
発
行 

・
観
光
カ
レ
ン
ダ
ー
の
発
行 

・
観
光
案
内
設
備
の
設
置 

 

盛
夏
の
み
ぎ
り
、
会
員
の
皆
様

に
は
益
々
の
ご
健
勝
の
こ
と
と
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
協
会
は
、
平
成
１
５
年
の
設

立
か
ら
７
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

そ
の
間
実
施
し
た
様
々
な
事
業
の

な
か
に
は
、「
白
岡
め
ぐ
り
」
な
ど

の
よ
う
に
、
皆
様
に
も
す
っ
か
り

お
馴
染
み
の
事
業
と
な
っ
た
も
の

も
ご
ざ
い
ま
す
。 

何
事
も
継
続
し
て
い
く
の
は
多

大
な
労
力
を
伴
う
も
の
で
は
ご
ざ

い
ま
す
が
、
こ
う
し
て
当
協
会
が

こ
こ
ま
で
来
ら
れ
た
の
も
一
重
に

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
・
ご
協
力

あ
っ
て
の
こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
。 

当
協
会
は
、
白
岡
町
を
見
つ
め
直

し
、
そ
の
魅
力
を
十
分
に
町
の
内

外
に
発
信
す
る
こ
と
を
通
し
て

「
観
光
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会

員
の
皆
様
に
は
、
今
後
と
も
当
協

会
の
運
営
に
ご
支
援
を
賜
り
ま
す

よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

応募期間 

平成２２年２月１日～平成２２年２月末日 

主催・問い合わせ：白岡町観光協会 

後援：白岡町、白岡町商工会、白岡町文化団体連合会 

題材：町内の風景、祭行事等 観光宣伝に適切と思われるもの 

※ 衆議院議員選挙の投票日が８月２日、８

月８日、８月９日等になった場合には白岡

まつりは花火大会のみの実施となります。

その場合、花火は２０時３０分から打ちあ

がります。 

 

商
工
ま
つ
り
、
舞
台
イ
ベ
ン

ト
、
白
岡
ク
イ
ズ
、
お
囃
子
広
場
、

健
康
ま
つ
り
、
白
岡
お
ど
り
、
花

火
大
会
等
が
企
画
さ
れ
て
お
り
、

例
年
多
く
の
人
々
で
賑
わ
い
ま

す
。
一
緒
に
白
岡
の
夏
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。 

日時：８月１日（土） 

１０時５０分から 

場所：白岡町庁舎周辺特設会場 

第２回写真コンテスト 

町長賞 春満開 

特
別
部
会
員 

内
田
信
行 

金
子
明
美 

岸
本
俊
夫 

高
橋
恵
子 

谷
川
保
蔵 

mailto:kanko-shiraoka@abelia.ocn.ne.jp


 

 

 

 

  
 

 
 

 

  

 

第２回絵画コンテスト 

第３部 町長賞  

高岩天満神社 

第２回絵画コンテスト 

第１部 町長賞  

愉快な祭り 

第２回絵画コンテスト 

第２部 町長賞  

笑顔あふれる天王様 

 

第
２
回
白
岡
町
観
光
絵
画
コ
ン

テ
ス
ト
が
開
催
さ
れ
、
小
学
生
以

下
の
部
、
中
学
生
・
高
校
生
の
部
、

一
般
の
部
、
合
わ
せ
て
210
点
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

入
賞
作
品
は
様
々
な
事
業
に
使

用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。 

と き：１０月１７日（土） 

雨天の場合は２４日（土） 

コース：河川散策コース  

白
岡
再
発
見
を
目

的
に
町
内
を
散
策
し

ま
す
。
詳
細
は
後
日
お

知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。 

 

野
牛
地
区
の
調
整
池
と
味
彩

セ
ン
タ
ー
内
の
蓮
池
で
古
代
蓮

が
咲
い
て
い
ま
す
。
薄
い
ピ
ン
ク

の
花
が
緑
色
の
葉
の
中
で
美
し

く
咲
く
様
子
は
感
動
的
で
す
。 

見
頃
は
お
お
よ
そ
６
月
の
下

旬
か
ら
８
月
中
旬
ま
で
の
午
前

中
で
す
。
是
非
皆
さ
ん
で
見
に
き

て
く
だ
さ
い
。 

 

県
内
有
数
の
梨
の
生
産
量
を
誇

る
白
岡
町
で
は
、
４
月
に
な
る
と

一
斉
に
梨
の
花
掛
け
が
行
わ
れ
ま

す
。
そ
の
中
に
は
当
協
会
で
募
集

し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
も
お
り
、
協

力
梨
園
さ
ん
と
一
緒
に
楽
し
く
作

業
し
て
い
る
姿
も
見
え
ま
し
た
。 

野牛の古代蓮へのアクセス 

ＪＲ新白岡駅西口下車 

大宮方面へ線路沿い徒歩十分 

 

Ｊ
Ｒ
主
催
の
散
策
イ
ベ
ン
ト
。

８
月
29
日
（
土
）
に
実
施
さ
れ
、

当
協
会
が
協
力
い
た
し
ま
す
。 

新
白
岡
駅 

→
 

高
岩
天
満
宮 →

 

忠
恩
寺 

→
 

一
里
塚 

→
 

正
傳
寺 

→
 

下
野
田
鷲
宮
神
社 →

 
 

大
徳
寺 →

 

ふ
れ
あ
い
ロ
ー
ド 

→
 

味
彩
セ
ン
タ
ー 

→
 

白
岡
駅 

 

参
加
予
約 

駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
事
務
局 

０
３‐

５
７
１
９‐

３
７
７
７ 

 

興
善
寺
に
て
第
８
回
新
春
を
祝

う
豆
ま
き
ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
当

協
会
が
協
力
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
豆
ま
き
ま
つ
り
で
は
「
鬼
は

ご
随
意
に
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な

掛
声
を
発
し
ま
す
。 

 

今
回
は
事
業
協
力
ス
タ
ッ
フ
の

皆
さ
ん
に
お
願
い
し
て
、
飲
物
の

販
売
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

強
風
の
中
お
疲
れ
様
で
し
た
。 山門からの豆まき 

飲み物の販売 

事業協力スタッフの皆さん 

 

「
ま
つ
り
」
、
「
文
化
財
」
を
テ

ー
マ
に
発
行
し
た
観
光
リ
ー
フ
レ

ッ
ト
が
好
評
で
す
。 

 

今
年
は
「
河
川
」
を
テ
ー
マ
に

発
行
す
る
予
定
で
す
。
完
成
次
第
、

会
員
の
皆
様
に
送
付
い
た
し
ま

す
。 

送付希望の方は事務局ま

でご連絡ください 

 
当
協
会
で
は
町
内
に
９
ヵ
所
存

在
す
る
河
川
立
体
交
差
箇
所
の
説

明
看
板
を
設
置
し
て
い
ま
す
。 

 

現
在
、
協
会
で
設
置
し
た
の
は 

①
野
通
川
・
隼
人
堀
川
交
差
地
点 

 

見
沼
代
用
水
・
隼
人
堀
川
交
差
地
点 

②
星
川
・
隼
人
堀
川
交
差
地
点 

 

の
２
か
所
で
す
。 

 

今
年
は 

・
新
堀
・
黒
沼
用
水
交
差
地
点 

 

に
設
置
予
定
で
す
。 

 

お
近
く
に
寄
ら
れ
た
際
に
は
是

非
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

平成２１年度計画 

４月 河川立体交差部ゴミ拾い 

５月 アブラナの種採り 

６月 元荒川水質調査 

    ポピーの種採り 

７月 篠津伏越から黒沼用水下流草取 

８月 コスモス種播き 

９月 用水見学会 

１０月 彼岸花株分け 

１１月 アブラナの種蒔き 

１２月 サポーター会議 

 ３月 河川立体交差部ゴミ拾い 

※ 天候等により変更の可能性があ

ります。 

 

事
業
開
始
か
ら
３
年
目
を
迎

え
、
す
っ
か
り
お
馴
染
み
と
な
っ

た
河
川
を
利
用
し
た
事
業
。
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
川
の
サ
ポ
ー
タ

ー
の
人
数
も
22
人
と
な
り
、
毎
月

の
活
動
も
ま
す
ま
す
充
実
し
て
い

ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
お
気
軽

に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

 

町
内
に
８
ヵ
所
存
在
す
る
と
思

わ
れ
て
い
た
河
川
立
体
交
差
部
の

９
ヵ
所
目
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

交
差
し
て
い
る
の
は
高
岩
落
川
・

笠
原
沼
用
水
で
あ
り
、
場
所
は
県

道
岩
槻
幸
手
線
上
野
田
の
信
号
か

ら
東
に
数
百
メ
ー
ト
ル
の
所
に
あ

り
ま
す
。
宮
代
町
大
字
西
粂
原
の

と
の
境
界
付
近
で
す
。 

  
 

河川水質調査の様子 

河川立体交差部清掃の様子 

視察者を相手に説明する 

山本イベント部会長 

 

昨
年
、
白
岡
町
内
の
河
川
立
体

交
差
を
視
察
に
見
え
た
新
潟
市
の

「
越
後
新
川
ま
ち
お
こ
し
の
会
」

か
ら
連
絡
が
あ
り
、
８
月
１
日

（
土
）
に
新
潟
市
で
「
全
国
川
の

立
体
交
差
サ
ミ
ッ
ト
会
議
」
を
開

催
す
る
と
の
連
絡
が
あ
り
ま
し

た
。
多
く
の
河
川
立
体
交
差
部
を

持
つ
白
岡
町
に
も
是
非
参
加
し
て

も
ら
い
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

そ
こ
で
当
協
会
は
パ
ネ
リ
ス
ト

と
し
て
山
本
イ
ベ
ン
ト
部
会
長
を

派
遣
し
、
白
岡
町
内
の
河
川
立
体

交
差
を
解
説
・
Ｐ
Ｒ
す
る
こ
と
に

決
定
い
た
し
ま
し
た
。 

当
日
は
５
つ
の
県
の
パ
ネ
リ
ス

ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
河
川
立
体
交
差

の
説
明
を
行
い
、
一
般
市
民
の
目

線
で
地
域
の
文
化
・
宝
で
あ
る
「
河

川
の
立
体
交
差
」
に
つ
い
て
会
議

を
行
い
ま
す
。 

飯田梨園にて（荒井新田） 


